
昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大により実施が見送られた「全国学力・学習状況調査」
ですが、Ｒ３年度は5月に実施しました。その結果の集計・分析についてお知らせします。

≪１０月児童会目標
気持ちの良いあいさつをしよう≫

NO.１３令和３年９月３０日
校長 西口 昌毅

全国学力・学習状況調査とは・・・
全国の６年生を対象に実施されています。教科に関する調査は、国語、算数の２

教科で、前学年までに学習した内容が出題され、前の学年に学習したことの定着
度を測るものです。国語、算数ともに45分で取り組みます。また、生活習慣や学習
環境等に関する質問紙調査（アンケート）もあります。

６年生 Ｒ３年度 Ｒ１年度

国語 川崎小 ６３．５％ ６３．２％

三重県 ６４．１％ ６４．２％

全 国 ６４．７％ ６３．８％

６年生 Ｒ３年度 Ｒ１年度

算数 川崎小 ６６．８％ ６４．２％

三重県 ６９．３％ ６６．７％

全 国 ７０．２％ ６６．６％

教科に関する調査の結果 【平均正答率（％）】

Ｒ１年度とＲ３年度の結果を表にしました。
全国の結果と比べてみると、Ｒ３年度は、国語
で１．２ポイント、算数で３．４ポイント下回って
います。年度によって、問題や受験者が異な
るために一概には比較できませんが、全国
平均にあと少しという状況が続いています。

％ 全国の平均正答率を下回ったもの

国語 問題別に分析してみると・・・・
【正答率が高かった内容】
〇学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う。

（「積み重ねる」を書く 川崎小７３．０％、全国５４．４％）
（「転がって」を書く 川崎小９４．６％、全国７８．３％）

〇目的に応じ、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考える。 （川崎小８１．１％、全国７７．５％）
これからも日常生活の中で漢字を使ったり、話を明確に伝えたりする場面を大切にしていきます。

【正答率が低かった内容】
▲目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する。【読むこと】

（川崎小２１．６％、全国２９．７％）
△目的に応じ、文章と図表を結び付けて必要な情報を見付ける。【読むこと】

（川崎小３２．４％、全国３４．４％）
△文の中における修飾と被修飾との関係を捉える。【言葉の特徴や使い方】

（川崎小４７．３％、全国４３．６％）



見えてきた課題・・・「目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること」

国語

多かった誤答・・・
条件①ｂ（使われ方）は満たしているが、条件①ａ（よさ）は満たしていないもの

（例） 宇宙ステーションでは、面ファスナーは、ペンやスプーン、コンピュータな
ど、身の回りの全ての物の固定に使われている。（５６字）

今後、「目的に応じて文章全体から必要な部分（語、文、図表などの情報）を
選び、内容を端的に説明する力」を、さらにつけていく必要があります。
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を満たした解答が正答で
す。

①以下の内容を取り上げ
て書いている。
ａ【資料】で説明されて
いる面ファスナーのよさ
ｂ【資料】で説明されて
いる国際宇宙ステー
ションでの使われ方

②【資料】から言葉や文
を取り上げて書いている。
③５０字以上、７０字以内
で書いている。

特に正答率が低かった▲の問題から

しかし・・・

算数 問題別に分析してみると・・・・
【正答率が高かった内容】
〇条件に合う時刻を求める。（川崎小９４．７％、全国８９・２％）
〇棒グラフから、数量を読み取る。（川崎小９８．７％、全国９５．８％）
〇速さと道のりを基に、時間を求める式に表す。（川崎小８６．７％、全国８５．１％）
上記のような、「示された資料から読み取ること」、「実際の体験からイメージしやすいこと」については正
答率が高かったです。これからも日常の事象を数理的に捉えて数学的に表現・処理することを大切にした
授業づくりをしていきます。

【正答率が低かった内容】
▲三角形の面積の求め方を理解する。【図形】（川崎小２９．３％、全国５５．１％）
△速さを求める除法の式と商の意味を理解する。【変化と関係】（川崎小４１．３％、全国５５．８％）
△複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、
図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕方を捉えて、
面積の求め方と答えを記述する。【図形】（川崎小４０．０％、全国４６．０％）

必要な情報の一部
しか見付けること
ができていない。

算数

図形を構成する要素とその関係や構成を理解したり、必要な情
報を選んだりする力をつけていく必要があります。そして、それらを
筋道立てて説明し、活用できる力につなげていく必要があります。

正答は次の通りです。
式… ３×４÷２ 答え…６

多かった誤答
式…３×４×５÷２ 答え・・・６以外

３×４×５ 無解答

しかし・・・

見えてきた課題・・・「図形を構成する要素などに着目し、
図形の構成の仕方を捉えて筋道を立てて説明すること」

特に正答率が低かった▲の
問題から

示された全ての辺の
長さに着目して立式し
ており、必要な情報を
選び出すことができて
いない。



昨年度は、全国学力・学習状況調査は中止でしたが、県の「学習や生活についてのアンケート（１６問）」が実施されて
います。R３年度は、６９問のアンケートでした。その中から、特に顕著な傾向があるものを表にしました。数値は、「当てはま
る」または「どちらかと言えば当てはまる」を選んだ子どもたちの割合です。
なお、R２年度学力・学習状況調査中止のために一部データがないところがあります。（表の―の部分です。）
％ 全国平均または県平均を上回ったもの ％全国平均または県平均を下回ったもの

経年で上がっているもの（５ポイント以上） 経年で下がっているもの（５ポイント以上）

【豊かな人間性（自己有用感 地域への関心
等）に関すること】

家で自分で計画を立て
て勉強をしている。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６８．０％ ５３．４％ ５５．２％
三重県 ７２．８％ ６３．０％ ７１．７％
全 国 ７４．０％ ― ７１．５％

朝食を毎日食べている。 Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ９７．４％ ― ９２．３％
三重県 ９５．１％ ― ９５．２％
全 国 ９４．９％ ― ９５．３％

毎日同じくらいの時刻に
起きる。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ９４．７％ ― ９２．３％
三重県 ９０．０％ ― ９１・５％
全 国 ９０．４％ ― ８１．４％

毎日同じくらいの時刻に
寝る。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ７４．７％ ― ８２．０％
三重県 ８０．３％ ― ８０．８％
全 国 ８１．２％ ― ８１．４％

携帯電話、スマホ、パソ
コンの使い方について、
家の人との約束がない。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ２０．０％ ― ―
三重県 １３．４％ ― ―
全 国 １１．８％ ― ―

【生活習慣・学習習慣に関すること】

将来の夢や目標をもっ
ている。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ８４．０％ ７６．７％ ８２．１％
三重県 ７９．７％ ７８．７％ ８２．６％
全 国 ８０．３％ ― ８３．８％

自分には、よいところが
あると思う。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ７３．３％ ７０．０％ ７０．５％
三重県 ７６．０％ ７９．１％ ８０．１％
全 国 ７６．９％ ― ８１．２％

いじめはどんな理由が
あってもいけない。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ９８．７％ ― ９６．１％
三重県 ９７．３％ ― ９７．６％
全 国 ９６．８％ ― ９７．２％

人が困っていたら進ん
で助けようとする。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ９０．７％ ― ８４．６％
三重県 ９０．１％ ― ８８．８％

全 国 ８８．７％ ― ８７．９％

人の役に立つ人間にな
りたいと思う。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ９６．０％ ― ９６．１％
三重県 ９５．８％ ― ９５．６％
全 国 ９５．５％ ― ９５．３％

地域や社会をよくするた
めに何をすべきか考える。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ３８．７％ ― ３９．８％
三重県 ５０．７％ ― ５２．５％
全 国 ５２．４％ ― ５４．９％

普段（月曜日～金曜日）
に1日当たり1時間以上、
勉強をする。（塾や家庭
教師も含む）

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６１．４％ ５１．７％ ５３．８％
三重県 ５９．６％ ６７．１％ ６４．４％
全 国 ６２．５％ ― ６６．０％

普段（月曜日～金曜日）
1日あたり30分以上、読
書をする。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ３１．９％ ２８．３％ ４１．０％
三重県 ３５．６％ ３８．８％ ３７．４％
全 国 ３７．４％ ― ３９．８％

今住んでいる地域の行
事に参加している。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ７４．８％ ７５．０％ ８４．６％
三重県 ６５．７％ ７１．１％ ７４．１％
全 国 ５８．１％ ― ５８．０％

難しいことでも、失敗を
恐れないで挑戦してい
る。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６８．０％ ７３．３％ ７０．５％
三重県 ７１．５％ ７４．６％ ７８．７％
全 国 ７０．９％ ― ７８．６％

将来の夢と目標をもつことについて、子どもたちの
意識は高まっています。また、自己肯定感に関する項
目も、微増。上記２つの項目は、今後も注視したいとこ
ろです。

上の項目のように、早起きと朝ごはんは◎。でも、寝る時間が不
規則な傾向にあります。

携帯電話などの機器を持ってはいるけれど、使い方などについて、
お家で約束が決められていない子の割合が多いです。

家庭学習については一定の成果が出
てきています。今後も自主学習の奨励を
続けます。「家庭学習の手引き」にありま
すように、宿題30分+自主学習（学年
×10分）を目安に、家庭での声かけを
お願いします。

読書の時間が少ないのが残念。川崎
小では1年間一人100冊を目標にして
います。是非ご家庭で「読書の秋」を。

多くの児童が、いじめを許さない心や思いやりの心をもち、人の
役に立ちたいと考えています。嬉しい限りです。今後、「挑戦する気
持ち」が持てるようないろいろな経験が必要です。

全国や県と比べて、
明らかに高いです。し
かし、経年で見ると、一
昨年度より減。新型コ
ロナの影響も否めませ
ん。
地域や社会について
考える場が今後も必
要です。



友達との話し合い活動
で自分の考えを深めた
り、広げたりすることがで
きていると思う。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ８４．０％ ７１．７％ ７８．２％
三重県 ７８．２％ ７８．５％ ７３．４％
全 国 ７８．８％ ― ７４．１％国語の勉強は好き。 Ｒ３年度

６年生
Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ４２．７％ ― ４２．３％
三重県 ５６．１％ ― ６１．６％
全 国 ５８．４％ ― ６４．２％

5年生までに受けた授業
では、課題の解決に向
けて、自分で考え、自分
から取り組んでいた。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ７４．７％ ― ６９．３％
三重県 ７８．２％ ― ７７．５％
全 国 ７８．２％ ― ７７．９％

算数の勉強は好き。 Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ７０．７％ ６０．０％ ５２．６％
三重県 ６９．９％ ６９．５％ ７０．１％
全 国 ６７．８％ ― ６８．６％

自分の考えを発表する
とき、うまく伝わるよう工
夫している。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６８．０％ ― ４４．９％
三重県 ６２．５％ ― ６１．２％
全 国 ６３．５％ ― ６２．５％

学校へ行くのは楽しい。 Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ９０．６％ ― ７８．２％
三重県 ８３．４％ ― ８５．５％
全 国 ８３．４％ ― ８５．８％

【学校生活、授業等の教育活動に関すること】

算数の授業内容はよく
わかる。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ８５．４％ ― ８２．１％
三重県 ８７．０％ ― ８２．１％
全 国 ８４．６％ ― ８３．５％

国語の授業内容はよく
わかる。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ８１．４％ ― ８４．６％
三重県 ８４．９％ ― ８６．４％
全 国 ８４．２％ ― ８５．０％

英語の勉強は好き。 Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６４．０％ ― ―
三重県 ６８．３％ ― ―
全 国 ６８．３％ ― ―

国語の授業では、目的
に応じて自分の考えとそ
れを支える理由との関
係がわかるように書いた
り表現を工夫して書い
たりしている。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６２．７％ ― ５５．２％
三重県 ７１．６％ ― ６６．９％
全 国 ７１．６％ ― ６８．５％

国語の授業では、目的
の応じて文章を読み、感
想や考えをもったり、自
分の考えを広げたりして
る。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６０．０％ ― ―
三重県 ７２．１％ ― ―
全 国 ７４．３％ ― ―

総合的な学習では、自
分で課題を立てて情報
を集め、調べたことを発
表する活動に取り組ん
でいると思う。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ６８．０％ ― ５３．８％
三重県 ６４．５％ ― ５６．１％
全 国 ７３．０％ ― ６６．０％

自分と違う意見につい
て考えるのは楽しい。

Ｒ３年度
６年生

Ｒ２年度
６年生

Ｒ１年度
６年生

川崎小 ５７．４％ ― ―
三重県 ７０．４％ ― ―
全 国 ７０．１％ ― ―

学校が楽しいのが何よりで
す。今後も居心地の良い学校
づくり・学級づくりを進めます。

算数が好きな子が増えてい
るようです。算数の授業理解度
がもっと上がるよう、わかりやす
い授業の工夫が必要です。

国語は、好きでない子が多いようです。せめて、全国、県レベルま
で上げたいのですが・・・。また、国語の理解度も、わずかに県や全
国に及びません。まずは、意欲的に取り組めるような言語活動の工
夫が必要と考えています。

国語で、工夫して書くことや、文章を読んで自分の考えを広げること
に苦手意識があるようです。書く力をつけていくために、書く活動に
力を入れ、少しずつ手ごたえを感じていますが、子どもたち自身にも
その手ごたえが実感できて、表現することに自信が持てるような指
導を心がけていく必要があります。

課題を見つけ、それを解決するという学習活動は、どの教科でも重
要視されることです。そのための知識や知恵、情報の集め方や分析の
仕方、そして人と話し合うことや自分の考えを作り上げていくことがで
きるような力がつくよう、様々な場面を設定していきたいと思います。

話し合い活動により学びが深まることこそが、集団で学ぶことの良さ
の一つだと思います。対話的な授業を心がけてきて、少しづつ、その成
果が出ているようにも思います。一方、討論したり、議論したりすること
には、まだまだ抵抗がある様子もうかがえます。

英語の学習への興味関心等、英語嫌いにならない工夫を今後も研
究していきます。

【ご家庭で】
学びの土台作りのために、基本的な生活習慣や
学習習慣の定着に向け、以下の取組をお願いします。

～かめやまお茶の間１０選（実践）から～

１．家族でつくろうハッピーリズム・しっかり食べてつくろうカラダ
引き続き、「早寝、早起き、朝ごはん」で規則正しい生活リズムを身に
付けさせましょう。

２．つくって守ろう家族のきまり
自分で計画を立てて家庭学習（宿題、自主学習、予習、復習）をしよう。
テレビ、ＤＶＤの視聴時間や携帯電話、スマホ、パソコン等の使い方に
ついて、家庭で約束を決めて守りましょう。

３．夢への一歩 家族の力
子どもは話したがり屋です。お子さんの気持ちや考えをありのまま受
け入れ、共感して聞いてあげてください。子どもの自己肯定感を育み、
自信や意欲につながります。


